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保留音の概要
オンネットとオフネットのユーザを保留にするときに、ストリーミングソースから音楽を流すに

は、統合されている保留音（MoH）機能を使用します。このソースは、保留にしたオンネットま
たはオフネットデバイスに音楽を流します。オンネットデバイスには、自動音声応答（IVR）ま
たは着呼分配機能により保留、打診転送保留、パーク転送保留にされるステーションデバイスお

よびアプリケーションが含まれます。オフネットユーザには、Media Gateway Control Protocol
（MGCP）ゲートウェイまたはSkinnyCall Control Protocol（SCCP）ゲートウェイ、Cisco IOSH.323
ゲートウェイ、および Cisco IOS Media Gateway Control Protocolゲートウェイ経由で接続するユー
ザが含まれます。Cisco IOS H.323またはMGCPゲートウェイの Foreign Exchange Station（FXS）
ポート経由で Cisco IPネットワークに接続している Cisco IP POTSフォンに対して、および Cisco
MGCPまたは SCCPゲートウェイに対しても、保留音機能が使用可能になります。

Cisco Unified Communications Managerを起動し、メディアリソースマネージャを作成します。保
留音サーバが、その保留音リソースでメディアリソースマネージャに登録します。保留音サーバ

は、保留音オーディオソースを提供し、複数のストリームに保留音オーディオソースを接続する

ソフトウェアアプリケーションです。

エンドデバイスまたは機能がコールを保留にすると、Cisco Unified Communications Managerは、
その保留にされたデバイスを保留音リソースに接続します。保留にされたデバイスが復帰すると、

そのデバイスは保留音リソースから切り離され、通常のアクティビティを再開します。
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発信者固有の保留音

SIPトランク経由で電話に着信する SIPコールの場合、Cisco Unified Communications Managerはさ
まざまなMOHオーディオソースを使用できます。

外部アプリケーション（Cisco Unified Customer Voice Portal（CVP）コンタクトセンターソリュー
ションなど）は、発信者 ID、着信番号、または公衆電話交換網（PSTN）からコールが着信する
場合は IVR連携動作に基づいて、最も適切なMOHオーディオソースを判別します。

詳細については、Cisco Unified Customer Voice Portalのドキュメント（http://www.cisco.com/c/en/us/
support/customer-collaboration/unified-customer-voice-portal/tsd-products-support-series-home.html）を参
照してください。

IP Voice Media Streaming Applicationのキャパシティの増加とMOHオー
ディオソースの拡張

Cisco IP Voice Media Streaming Applicationは Cisco Unified Communications Managerのインストール
時に自動でインストールされます。このアプリケーションをアクティブ化して、保留音（MoH）
機能を有効にします。

このリリースでは、MOHサーバで保留音サービスが実行中に、固有の同時MOHオーディオソー
スをサポートするために、Cisco Unified Communications Managerのキャパシティが 51から 501に
増やされました。MOHオーディオソースには 1から 501までの番号が振られ、固定MOHオー
ディオソースの番号は 51のままです。

Cisco Unified Communications Managerは VMware上での実行時に USBをサポートしないため、固
定MoHデバイスは USB MoHデバイス経由で接続するオーディオソースを使用できません。
VMwareでは固定MoHUSBデバイスの使用はサポートされません。一方、CiscoUnified Survivable
Remote Site Telephony（SRST）マルチキャストMoHを利用する導入向けには、外部のサウンドデ
バイスをプロビジョニングします。

初期グリーティングとしてのカスタムアナウンス、または音楽を聞く発信者に対して定期的に再

生されるアナウンスのいずれかまたは両方を使用するために、各MOHオーディオソースを設定
できます。Cisco Unified Communications Managerには 1つまたは複数のMOHオーディオソース
で使用可能なカスタムアナウンスが 500個用意されています。これらのアナウンスはクラスタ内
の Cisco Unified Communications Managerサーバ間での配信はされません。これらのカスタムアナ
ウンスファイルはMoHおよびアナウンスサービスを提供する各サーバにアップロードする必要
があります。また、MOHオーディオソースの各カスタム音楽ファイルも各サーバにアップロー
ドする必要があります。

サービス付きメディアデバイスのパフォーマンスへの影響

Cisco IP Voice Media Streaming Applicationは、アナンシエータ（ANN）、ソフトウェア会議ブリッ
ジ、保留音（MOH）、ソフトウェアメディアターミネーションポイントの 4つのメディアデバ
イス向けのサービスとして実行します。Cisco Unified Communications Managerのサーバ上で呼処
理と共存するようにこのサービスを有効にします。このサービスを有効にする際、呼処理への影

響を避けるために必ず限定的な容量でこれらのメディアデバイスを設定します。メディアデバイ
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スのデフォルト設定はこの共存操作に基づいて定義されます。1つ以上のメディアデバイスの使
用を減らし、その他の設定を増加させることでこれらの設定を調整できます。

たとえば、ソフトウェアのメディアターミネーションポイントデバイスを使用していない場合、

SWMTP用の [実行フラグ（Run Flag）]設定を [False]にし、[システム（System）] > [サービスパ
ラメータ（Service Parameters）] > [Cisco IP Voice Media Streaming Appサービス（Cisco IP Voice
Media Streaming App service）] > [MTPパラメータ（MTP Parameters）]の順に選択します。そ
して、[MTPコールカウント（MTPCall Count）]設定を [メディアリソース（Media Resource）]>
[MOHサーバ（MOH Server）] > [最大半二重ストリーム（Maximum Half Duplex Streams）]設定
に追加します。コールのトラフィックによって、デフォルト設定を変更できます。ただし、サー

バパフォーマンスのアクティビティでCPU、メモリ、I/O待機をモニタします。ユーザ数 7500人
の OVA設定を使用しているような、容量の大きなクラスタでは、コールカウントのデフォルト
のメディアデバイス設定を 25 %増やすことができます。

保留音のようにメディアデバイスの使用率が高くなることが予期される場合や、コールの数が多

くてより多くのメディア接続数が必要とされる場合のインストールでは、呼処理が有効になって

いない 1つ以上の Cisco Unified Communications Managerサーバで Cisco IP Voice Media Streaming
Applicationサービスを有効にします。このサービスを有効にすると、メディアデバイスの使用に
よって呼処理などのその他のサービスが受ける影響が限定的なものになります。次に、メディア

デバイスのコールの最大数の構成時の設定を増加させることができます。

Cisco Unified Communications Managerサービスと共存するように Cisco IP Voice Media Streaming
Applicationを有効にした場合、呼処理のパフォーマンスに影響を与える可能性があります。保留
音やアナンシエータの容量設定をデフォルトの設定から増やす場合は、CiscoUnifiedCommunications
Managerを有効にせずにサーバで Cisco IP Voice Media Streaming Applicationを有効化することが推
奨されています。

アクティブな発信者が保留中になっているときやマルチキャストMOHのオーディオストリーム
が設定されているときは、CPUのパフォーマンスはMOHに影響されます。

表 1 :一般的なパフォーマンス結果

CPUパフォーマンス設定に関する注意事項

25～ 45%（7500ユーザの OVA設定）専用のMOHサーバ、保留中のコール 1000、グ
リーティングと定期アナウンスのMOH音源
500。

25～ 45%（7500ユーザの OVA設定）専用MOHサーバとアナンシエータサーバでの
ネイティブのコールキューイング、キューに

入ったコール1000、グリーティングと定期アナ
ウンスのMOH音源500。アナンシエータでは、
最大 300のグリーティングアナウンスを同時に
再生できます。

15～ 35%（7500ユーザの OVA設定）専用のMOHサーバ、保留中のコール 500、グ
リーティングと定期アナウンスのMOH音源
500。
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表 2 :推奨される推定の上限数

推奨される上限数設定

MOH：保留中の発信者500、MOH音源100、ア
ナンシエータの発信者 48～ 64。

Cisco IP VoiceMedia Streaming Applicationが 2500
OVA上で Cisco Unified Communications Manager
と共存する場合（中程度の呼処理）。

MOH：保留中の発信者750、MOH音源250、ア
ナンシエータの発信者 250。

Cisco IP VoiceMedia Streaming Applicationが 2500
OVA上の専用サーバである場合。

MOH：保留中の発信者500、MOH音源250、ア
ナンシエータの発信者 128。

Cisco IP Voice Media Streaming Applicationが
7500/10KOVA上でCisco Unified Communications
Managerと共存する場合（中程度の呼処理）。

MOH：保留中の発信者 1000、MOH音源 500、
アナンシエータの発信者 300～ 700（MOHの
コーデックは 1つ）。

MOHコーデックが 2つの場合、アナ
ンシエータの発信者を300に減らしま
す。

（注）

Cisco IP Voice Media Streaming Applicationが
7500/10K OVA上の専用サーバである場合。

この推奨の上限数はMOHやANNデバイス固有のものです。これらのデバイスをソフトウェアの
メディアターミネーションポイント（MTP）や話中転送（CFB）デバイスと組み合わせる場合、
ストリームを提供するためには上限を減らします。

（注）

キャパシティプランニングに関する設定の制約事項

Cisco IP Voice Media Streaming Applicationとセルフプロビジョニング IVRサービスは、メディア
カーネルドライバを使用して Real-Time Transfer Protocol（RTP）ストリームを作成および制御し
ます。このメディアカーネルドライバのキャパシティは6000ストリームです。これらのストリー
ムにより、メディアデバイスと IVRはリソースを予約できます。

この予約は、次のキャパシティ計算に基づきます。

容量メディアデバイス

（[コールカウント（Call Count）]サービスパラメータ）* 3

3はエンドポイントの受信（RX）コールと送信（TX）コール、およ
び 1（.wavファイル）の合計を示します。

アナンシエータ

（[コールカウント（Call Count）]サービスパラメータ）* 2

2は RXおよび TXエンドポイントの合計ストリーム数を示します。

ソフトウェア会議ブリッ

ジ
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容量メディアデバイス

（[コールカウント（Call Count）]サービスパラメータ）* 2

2は RXおよび TXエンドポイントの合計ストリーム数を示します。

ソフトウェアメディア

ターミネーションポイン

ト

（（最大半二重ストリーム数）* 3）+（501 * 2 * [有効なMOHコー
デックの数]）

ここで、

•（最大半二重ストリーム数）は、MOHデバイス設定管理Web
ページの設定値です。

• 3は、RX、TX、およびグリーティングアナウンスの .wavファ
イルの合計ストリーム数を示します。

• 501は、保留音（MOH）ソースの最大数を示します。

• 2は、ミュージック .wavストリームと発生する可能性のあるマ
ルチキャスト TXストリームを示します。

• [有効なMOHコーデックの数]は、Cisco IP Voice Media Streaming
Applicationのサービスパラメータで有効なMOHコーデックの数
に基づいています。

保留音

(500 * 2)

500は発信者、2は RXおよび TXストリームからの合計ストリーム
数を示します。

セルフプロビジョニング

IVRサービス

したがって、MOHが最大 1000人の発信者をサポートできるようにする場合の式は、1000 * 3
+ 501 * 2 * 1 = 4002ドライバストリーム（有効なコーデックの数は 1）、および 1000 *
3 +501 * 2 * 2 = 5004（有効なコーデックの数は 2）となります。残りのデバイスの数を減
らし、セルフプロビジョニング IVRサービスを無効にして、合計予約数を 6000に制限します。
これにより、MOHデバイスが予約を実行できるようになります。また、Cisco IP Voice Media
Streaming Applicationと同じサーバでセルフプロビジョニング IVRサービスをアクティブにでき
ない場合があります。

メディアデバイスの設定がメディアデバイスドライバのキャパシティを超える場合、デバイス

ドライバに登録されているメディアデバイスが、必要なストリームリソースを最初に予約できる

ようになります。後で登録されるメディアデバイスに対しては、必要なストリームリソースより

も少ない数に制限されます。メディアデバイスを後から登録すると、一部のアラームメッセージ

がログに記録され、制限されるメディアデバイスのコール数が自動的に削減されます。

キャパシティが 6000ストリームのメディアカーネルドライバでは、複数の同時メディアデバイ
ス接続がサポートされていない可能性があります。

（注）
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外部マルチキャストMOHからユニキャストMOHへのイ
ンターワーキング

このリリースでは、Cisco Unified Survivable Remote Site Telephony（SRST）ルータをオーディオ
ソースとして設定できます。このルータは、マルチキャスト受信が可能なデバイスに対してマル

チキャストMOHオーディオを提供します。この方法では、Cisco Unified Communications Manager
がマルチキャストMOHオーディオを送信している場合と同様にデバイスが機能します。ただし、
ユニキャスト受信だけが可能なデバイスでは、外部MOHソース（Cisco Unified SRSTルータな
ど）から送信されるMOHオーディオは聞こえません。ユニキャスト受信のみが可能なデバイス
の例としては、公衆電話交換網（PSTN）電話機、セッションボーダーコントローラ（SBC）の
接続先および Session Initiation Protocol（SIP）トランクなどがあります。

Cisco Unified Communications Managerのこのリリースでは、この機能が拡張され、外部オーディ
オソースからのマルチキャストMOHオーディオを受信し、ユニキャストMOHオーディオとし
て送信できるようになりました。Cisco Unified Communications Managerはこの機能を使用して、
ユニキャストMOHの受信のみが可能なデバイスに対し、マルチキャストMOHオーディオをユニ
キャストMOHとして再生します。外部MOHオーディオソースの例としては、CiscoUnifiedSRST
ルータや、マルチキャストMOHオーディオを送信できるソフトウェアなどがあります。

管理者は [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]の [保留音オーディオソー
スの設定（Music On Hold Audio Source Configuration）]ウィンドウでこの機能に関するフィール
ドを設定できます。

•この機能は、マルチキャスト受信可能なデバイスに対して外部オーディオソースを使用して
マルチキャストMOHオーディオを再生できる既存の機能には影響しません。

•ユニキャストメディア接続の場合、外部マルチキャストソースを使用したMOHオーディオ
ソースを設定していても、Cisco Unified Communications Manager MOHサーバは初回アナウン
スと定期的なアナウンスを再生します。

（注）

コーデック固有の着信オーディオストリームに関する設定のヒント

必要なオーディオフィードをストリーミングするため、MOHサーバに対し、外部マルチキャス
トオーディオソース（Cisco Unified SRSTルータなど）を設定します。

Cisco Unified SRSTルータなどの外部マルチキャストオーディオソースを設定するには、[MOH
オーディオソースの設定（MOH Audio Source Configuration）]ウィンドウで [ソースの IPv4マ
ルチキャストアドレス（Source IPv4 Multicast Address）]フィールドと [ソースのポート番号
（Source Port Number）]フィールドを設定します。

• CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、[MOHオーディオソースの設定（MOH Audio Source
Configuration）]ウィンドウで設定した外部マルチキャスト IPアドレスとポートで、マルチ
キャストG.711μ-lawストリームをリッスンします。MOHサーバはG.711μ-lawまたはA-law、
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あるいは L16 256KワイドバンドMOHコーデック間の変換を実行できます。外部マルチキャ
スト RTPストリームは、G.711 μ-lawまたは A-law、あるいは L16 256KワイドバンドMOH
コーデックのソースとして、MOHにG.711 μ-lawコーデックを使用します。G.711 A-lawおよ
びワイドバンドコールの場合、Cisco Unified Communications Manager MOHサーバは、着信
G.711 μ-lawストリームを発信 G.711 A-lawまたはワイドバンドストリームに変換してから、
デバイスに送信します。

• CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、[MOHオーディオソースの設定（MOH Audio Source
Configuration）]ウィンドウで設定した外部マルチキャスト IPアドレスおよびポートの値に
4を加算したアドレスで、マルチキャスト G.729 μ-lawストリームをリッスンします。たとえ
ば、239.1.1.1:16384を使用してMOHオーディオソースを設定した場合、Cisco Unified
Communications Managerは 239.1.1.1:16384で G.711 μ-lawストリームをリッスンし、
239.1.1.1:16388（ポート値に 4を加算した値）で G.729をリッスンします。MOHサーバは、
G.729コーデックの変換は実行できません。MOH G.729コーデックを使用する発信者には、
G.729またはG.729aコーデックを使用する外部マルチキャスト RTPストリームが必要です。

保留音の前提条件
•マルチキャストを設定する前に、MOHサーバと音声送信元を設定することを確認します。固
定の音声送信元を使用する場合、マルチキャストを設定する前に設定します。

•ユニキャストまたはマルチキャスト保留音を実行するかどうかを必ず決定してください。

•導入および設定されるハードウェアのキャパシティを計画し、予想されるネットワークの通
話量を確実にサポートできるようにすることが非常に重要です。MOHリソースのハードウェ
アキャパシティを知り、このキャパシティに対してマルチキャストMOHおよびユニキャス
トMOHの実装を考慮する必要があります。ネットワークの通話量がこの制限を超えないよ
うにします。MOHセッションがこの制限に達すると、負荷が増加してMOH品質が低下し、
MOHの動作が不規則になり、MOH機能が失われる可能性があります。

•マルチキャストMOHを使用し、マルチキャストMOHストリームをリッスンするデバイスが
同じ IPネットワーク内にない場合、IPネットワークでマルチキャストルーティングを有効
にする必要があります。マルチキャストルーティングを有効にする場合は、間違って送信さ

れたマルチキャストパケット（特にWANリンク経由で）によってネットワークの一部でフ
ラッディングが発生する問題を回避するために注意が必要です。マルチキャストMOHパケッ
トが不要なインターフェイスではマルチキャストを無効にし、[最大ホップ数（Max Hops）]
パラメータを使用してください。

•サーバキャパシティを含む保留音の展開の計画の詳細については、『シスココラボレーショ
ンシステムソリューションリファレンスネットワーク設計』の「保留音容量」のトピックを

参照してください。
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保留音設定のタスクフロー
システムの保留音（MOH）を設定するには、次のタスクを実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

保留音を有効にするには、CISCO IP Voice
Media Streaming Serviceアプリケーション
サービスをアクティブにします。

Cisco IP Voice Media Streamingのアクティ
ブ化（9ページ）

Step 1

MOHサーバの基本的なサーバ設定を設定
します。

保留音サーバの設定（9ページ）Step 2

オプション。独自のオーディオファイルを

アップロードして、MOHオーディオスト
リームとして使用できるようにします。

保留音オーディオファイルのアップロー

ド（10ページ）
Step 3

保留音オーディオストリームを設定しま

す。また、アップロードされたオーディオ

保留音オーディオソースの設定（11ペー
ジ）

Step 4

ファイルをMOHオーディオストリームに
関連付けることもできます。

固定保留音オーディオソースを設定しま

す。システムは、1つの固定MOHオーディ
固定保留音オーディオソースの設定（12
ページ）

Step 5

オソース（ストリーム 51）をサポートし
ています。

保留音サービスをメディアリソースグルー

プに割り当てます。このグループは、コー

メディアリソースグループへのMOHの
追加（12ページ）

Step 6

ルのエンドポイントで使用可能なメディア

リソースをコンパイルします。

メディアリソースグループを、優先され

るメディアリソースグループリストに割

り当てます。

メディアリソースグループリストの設定

（13ページ）
Step 7

メディアリソースグループリストをデバイ

スまたはデバイスプールに割り当てること

デバイスプールへのメディアリソースの

追加（14ページ）
Step 8

によって、エンドポイントで保留音を使用

できるようにします。

オプション。保留中のコールのデフォルト

のコーデックやデフォルトのオーディオス

MOHサービスパラメータの設定（14ペー
ジ）

Step 9

トリームなどのオプションの保留音パラ

メータを設定します。

保留音
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Cisco IP Voice Media Streamingのアクティブ化
保留音を有効にするには、[シスコ IPボイスメディアストリーミングアプリケーション（Cisco
IP Voice Media Streaming Application）]サービスを有効化する必要があります。

インストール時に、Unified CommunicationsManagerは保留音のデフォルトのオーディオソースを
インストールし、設定します。保留音機能はデフォルトのオーディオソースを使用して続行でき

ます。

（注）

手順

Step 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [ツール
（Tools）] > [サービスアクティベーション（Service Activation）]を選択します。

Step 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからサーバを選択します。

Step 3 [CMサービス（CM Services）]で、[シスコ IPボイスメディアストリーミングアプリケーション
（Cisco IP Voice Media Streaming App）] サービスが有効化されていることを確認してください。
サービスが非アクティブになっている場合は、サービスを確認し、[保存（Save）]をクリックし
ます。

保留音サーバの設定

始める前に

1つまたは複数の保留音（MOH）サーバが使用可能であることを確認します。

Cisco Unified Communications Manager MOHサーバは、Cisco IP Voice Media Streaming Application
サービスを有効にすると自動的に追加されます。

（注）

手順

Step 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [メディア
リソース（Media Resources）] > [保留音サーバ（Music On Hold Server）]。

Step 2 [検索（Find）]をクリックして、更新する保留音サーバを選択します。

Step 3 [ホストサーバ（Host Server）]を選択します。

Step 4 説明とともに、記述された保留音サーバの名前を入力します。

Step 5 そのサーバに使用する [デバイスプール（Device Pool）]を選択します。

保留音
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Step 6 次のフィールドを設定して、サーバキャパシティを設定します。

• [最大半二重ストリーム（Maximum Half Duplex Stream）]：任意の時点で、この保留音サー
バからストリーミングされるユニキャスト保留音の対象となるデバイスの最大数に設定しま

す。次の式を使用して、最大値を計算できます。

（Server and deployment capacity） –（[Number of multicast MOH sources] * [Number

of enabled MOH codecs]）
（注）

• [最大マルチキャスト接続数（Maximum Multi-cast Connections）]：任意の時点でマルチキャ
ストMOHに配置される可能性のあるデバイス数以上の値に設定します。

Step 7 （任意）マルチキャストを有効にするには、[Enable multi Cast Audio Sources on this MOH Server]
チェックボックスをオンにして、マルチキャスト IPアドレスの範囲を設定します。

Step 8 [保留音サーバの設定（Music On Hold Server Configuration）]ウィンドウの追加フィールドを設
定します。フィールドとその設定の詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

Step 9 [保存]をクリックします。

保留音オーディオファイルのアップロード

保留音のオーディオストリームに使用したいカスタムオーディオファイルをアップロードする

場合は、この手順を使用します。

手順

Step 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [メディア
リソース（Media Resources）] > [MOHオーディオファイル管理（MOH Audio File
Management）]。

Step 2 [ファイルのアップロード（Upload File）]をクリックします。

Step 3 [ファイルの選択（ChooseFile）]をクリックして、アップロードするファイルを選択します。ファ
イルを選択したら、[開く（Open）]をクリックします。

Step 4 [アップロード（Upload）]をクリックします。

[アップロード結果（Upload Result）]ウィンドウにアップロードの結果が表示されます。アップ
ロード手順によって、ファイルがアップロードされ、オーディオ変換が実行されて、MoHのため
のコーデック固有のオーディオファイルが作成されます。元のファイルサイズによっては、処理

が完了するまで数分かかることがあります。

Step 5 [閉じる（Close）]をクリックして、[アップロード結果（Upload Result）]ウィンドウを閉じま
す。

Step 6 追加のオーディオファイルをアップロードする場合は、この手順を繰り返します。

保留音
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音声ソースファイルをインポートすると、Cisco Unified Communications Managerがファ
イルを処理し、保留音サーバでの使用に適した形式にファイルを変換します。次にオー

ディオソースファイル有効な入力形式の例を挙げます。

• 16ビット PCM .wavファイル

•ステレオまたはモノラル

• 48 kHz、44.1 kHz、32 kHz、16 kHz、または 8 kHzのサンプルレート

（注）

MOHオーディオソースファイルは、クラスタ内の他のMOHサーバには自動で反映さ
れません。オーディオソースファイルを各MOHサーバまたはクラスタの各サーバに個
別にアップロードする必要があります。

（注）

保留音オーディオソースの設定

保留中のオーディオソースを設定するには、次の手順を実行します。オーディオストリームを設

定し、アップロードされたファイルにオーディオストリームを関連付けることができます。最大

500のオーディオストリームを設定できます。

オーディオソースファイルの新しいバージョンを使用可能にするには、新しいバージョンを使用

できるように更新手順を実行します。

（注）

手順

Step 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[メディアリソース（Media
Resources）] > [保留音オーディオソース（Music On Hold Audio Source）]を選択します。

Step 2 次のいずれかを実行します。

• [検索（Find）]をクリックし、既存のオーディオストリームを選択します。

•新しいストリームを設定するには、[新規追加]をクリックします。

Step 3 Mohオーディオストリーム番号から、オーディオストリームを選択します。

Step 4 [MOHオーディオソース名（MOH Audio Source Name）]フィールドに、一意の名前を入力しま
す。

Step 5 オプション。[マルチキャストを許可する（AllowMulti-casting）]チェックボックスをオンにして、
このファイルに対してマルチキャストを許可します。

Step 6 オーディオソースの設定：

• [MOH WAVファイルソースの使用]オプションボタンをオンにし、Mohオーディオソース
ファイルから、割り当てるファイルを選択します。

保留音
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• [リブロードキャスト外部マルチキャストソース（Rebroadcast External Multicast Source）]ラ
ジオボタンをオンにして、マルチキャストソース IPアドレスの詳細を入力します。

Step 7 [パイロットコールを保留またはハントするアナウンスメント設定（Announcement Settings forHeld
and Hunt Pilot Calls）]セクションで、そのオーディオソースに使用したいアナウンスメントを割
り当てます。

Step 8 [保留音オーディオソースの設定（Music On Hold Audio Source Configuration）]ウィンドウの残
りのフィールドを設定します。フィールドとその設定の詳細については、オンラインヘルプを参

照してください。

Step 9 [保存]をクリックします。

固定保留音オーディオソースの設定

For each cluster, you may define one fixed audio source（Source 51）.各MOHサーバのクラスタごと
に設定される固定オーディオソースを設定する必要があります。この固定オーディオソースは、

ローカルコンピュータのオーディオドライバを使用する固定デバイスから送信されます。

手順

Step 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [メディア
リソース（Media Resources）] > [固定MOHオーディオソース（Fixed MOH Audio Source）]。

Step 2 オプション。この音源のマルチキャストを許可する場合は、[マルチキャストを許可する（allow
multi鋳造）]チェックボックスをオンにします。

Step 3 固定オーディオソースを有効にするには、[有効（enable）]チェックボックスをオンにします。
このチェックボックスをオンにする際は、名前が必要です。

Step 4 [パイロットコールを保留またはハントするアナウンスメント設定（Announcement Settings forHeld
andHunt PilotCalls）]エリアで、このオーディオソースに対するアナウンスメントを設定します。

Step 5 [固定MOHオーディオソースの設定（Fixed MOH Audio Source Configuration）]ウィンドウの各
フィールドを設定します。フィールドとその設定の詳細については、オンラインヘルプを参照し

てください。

Step 6 [保存]をクリックします。

メディアリソースグループへのMOHの追加
メディアリソースグループは、メディアリソースの論理グループです。必要に応じて、メディ

アリソースグループを地理的な場所またはサイトに関連付けることができます。またメディア

リソースグループを作成して、サーバの使用状況、またはユニキャストやマルチキャストのサー

ビスタイプを制御することもできます。

保留音
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手順

Step 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [メディア
リソース（Media Resources）] > [メディアリソースグループ（Media Resource Group）]。

Step 2 次のいずれかを実行します。

• [検索（Find）]をクリックし、既存のグループを選択します。
• [新規追加（Add New）]をクリックして、新しいグループを作成します。

Step 3 [名前（Name）]と [説明（Description）]を入力します。

Step 4 [使用可能なメディアリソース（Available Media resources）]リストで、保留音リソースを選択
し、下矢印を使用して、選択したメディアリソースにリソースを追加します。このグループに割

り当てる他のメディアリソースに対して、この手順を繰り返します。

Step 5 （任意）保留音のマルチキャストを許可する場合は、[MOHオーディオにマルチキャストを使用
（Use Multi cast FOR MOH Audio）]チェックボックスをオンにします。

Step 6 [保存]をクリックします。

メディアリソースグループリストの設定

メディアリソースグループリストは、優先されるメディアリソースグループの一覧を表示しま

す。アプリケーションは、メディアリソースグループリストに定義されている優先順位に従っ

て、使用可能なメディアリソースの中から、必要なメディアリソースを選択できます。

手順

Step 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [メディア
リソース（Media Resources）] > [メディアリソースグループリスト（Media Resource Group
List）]。

Step 2 次のいずれかを実行します。

• [検索（Find）]をクリックし、既存のメディアリソースグループリストを選択します。
• [新規追加（Add New）]をクリックして、新しいメディアリソースグループリストを作成し
ます。

Step 3 リストの名前を [Name]に入力します。

Step 4 [使用可能効なメディアリソースグループ（Available Media Resource Groups）]リストから、こ
のリストに追加するグループを選択し、下矢印を使用して、[選択したメディアリソースグルー
プ（Selected Media Resource Groups）]に移動します。

Step 5 [Selected Media Resource groups]リストで、リストの右側にある上下の矢印を使用して、グルー
プの優先順位を編集します。

保留音
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Step 6 [保存]をクリックします。

デバイスプールへのメディアリソースの追加

MOHリソースを含むメディアリソースグループリストをデバイスまたはデバイスプールに割り当
てることによって、デバイスがMOHを使用できるようにすることができます。

コール中のデバイスは、[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウでデバイスに割り当て
られているメディアリソースグループリストを使用します。何も割り当てられていない場合は、

コールに使用されるデバイスプールのメディアリソースグループリストが使用されます。

（注）

手順

Step 1 Cisco Unified CMの管理から、次のいずれかを実行します。

• [システム（System）] > [デバイスプール（Device Pool）]を選択します。

• [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]の順に選択します。

Step 2 [検索（Find）]をクリックして、既存の電話または既存のデバイスプールを選択します。

Step 3 [メディアリソースグループリスト（Media Resource Group list）]ドロップダウンリストから、
保留音リソースが含まれているメディアリソースグループリストを選択します。

Step 4 設定ウィンドウの残りのフィールドに入力します。フィールドと設定オプションの詳細について

は、オンラインヘルプを参照してください。

Step 5 [保存]をクリックします。

MOHサービスパラメータの設定
保留音（MOH）のオプションサービスパラメータを設定するには、次の手順を使用します。ほ
とんどの導入の場合、デフォルト設定で十分です。

手順

Step 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[システム（System）] > [サービ
スパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。

Step 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからサーバを選択します。

Step 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco IP Voice Media Streaming]を選択しま
す。

保留音
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Step 4 クラスタ全体のパラメータ（[すべてのサーバに適用するパラメータ（parametersofall servers）]）]
エリアで、オプションの mohサービスパラメータを設定します。

Step 5 [保存（Save）]をクリックします。

Step 6 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。

Step 7 オプションのMOHパラメータを設定します。たとえば、クラスタ全体のパラメータ（サービス）
では、保留のデフォルトのオーディオソースを割り当てることができます。

Step 8 [保存（Save）]をクリックします。

クラスタ全体のグループに含まれるパラメータを除き、すべてのパラメータは現在のサー

バにのみ適用されます。

（注）

保留音オーディオファイルの表示

システムに保存されている既存の保留音のオーディオファイルを表示します。

手順

Step 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[メディアリソース（Media
Resources）] > [MOHオーディオファイルの管理（MOH Audio File Management）]を選択しま
す。

[保留音オーディオファイルの管理（Music On Hold Audio File Management）]ウィンドウが表示さ
れます。

Step 2 各レコードの次の情報を確認します。

•チェックボックス：オーディオファイルを削除できる場合は、[ファイル名（FileName）]列
の前にチェックボックスが表示されます。

• [ファイル名（File Name）]：この列には、オーディオファイル名が表示されます。

• [長さ（Length）]：この列には、オーディオファイルの長さが分と秒の単位で表示されます。

• [ファイルステータス（File Status）]：この列には、オーディオファイルの次のいずれかのス
テータスが表示されます。

• [変換完了（TranslationComplete）]：このステータスは、ファイルが正常にアップロード
され、保留音オーディオソースのオーディオファイルとして使用可能になると表示され

ます。

• [使用中（In Use）]：このステータスは、このオーディオファイルをMOHオーディオ
ソースファイルとして使用する保留音オーディオソースを追加すると表示されます。

ステータスが [使用中（In Use）]のファイルは削除できません。（注）
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ユニキャストおよびマルチキャストオーディオソース
ユニキャスト保留音が、システムのデフォルトオプションです。ただし、必要に応じてマルチ

キャストを設定する必要があります。マルチキャストとユニキャストの両方の設定において、保

留された通話相手に対するオーディオソースの動作は同じです。各オーディオソースは一度使用

され、ストリームは内部で分割されて保留された通話相手に送信されます。この状況でのマルチ

キャストとユニキャストの唯一の違いは、データがネットワーク上でどのように送信されるかだ

けです。

表 3 :ユニキャストおよびマルチキャストオーディオソースの違い

マルチキャストオーディオソースユニキャストオーディオソース

MOHサーバからマルチキャストグループの IP
アドレスに送信されるストリームで構成されま

す。MoHオーディオストリームを要求するエ
ンドポイントは、必要に応じてマルチキャスト

MoHに参加できます。

MOHサーバからMoHオーディオストリームを
要求するエンドポイントに直接送信されるスト

リームで構成されます。

マルチキャストMoHストリームは、MOHサー
バとマルチキャストグループ IPアドレス間の、
ポイントツーマルチポイント片通話 RTPスト
リームです。

ユニキャストMoHストリームは、サーバとエ
ンドポイントデバイス間のポイントツーポイン

ト片通話 RTPストリームです。

複数のユーザに対して、MoHを提供するために
同じオーディオソースストリームを使用でき

ます。

ユニキャストMoHは、ユーザまたは接続ごと
に別々のソースストリームを使用します。ユー

ザまたはネットワークイベントを介して保留に

なるエンドポイントデバイスが増えるにつれ

て、MoHストリームの本数も増加します。

マルチキャストユーザの場合、このアナウンス

は流されません。

MOHオーディオソースには、最初のアナウン
ス（グリーティング）で設定でき、ユニキャス

トの保留された通話相手に対して送信されま

す。ユニキャストMoHユーザの場合、このア
ナウンスは最初から流されます。

マルチキャストMoHでは、システムリソース
と帯域幅を節約できます。

追加のMoHストリームが生成されると、ネッ
トワークのスループットと帯域幅に対してマイ

ナスの影響を与える可能性があります。

ネットワークがマルチキャスト対応になってい

ない状況や、エンドポイントデバイスがマルチ

キャストを処理できない状況では、問題が生じ

る可能性があります。

マルチキャストが有効ではないか、デバイスが

マルチキャストに対応していないネットワーク

では非常に有用です。

保留音
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マルチキャストオーディオソースユニキャストオーディオソース

管理デバイス、IPアドレスおよびポートを含み
ます。

管理デバイスのみを含みます。

マルチキャストを許可するには、管理者は少な

くとも 1つのオーディオソースを定義する必要
があります。マルチキャストの保留音サーバを

定義するには、まずマルチキャストを許可する

ようにサーバを定義します。

保留音サーバを定義するための要件はありませ

ん。

機能するためには、メディアリソースグルー

プとメディアリソースグループリストの両方

が、マルチキャスト保留音サーバを含むように

定義されている必要があります。メディアリ

ソースグループには、マルチキャスト用に設定

された保留音サーバを含める必要があります。

これらのサーバは、（MOH）[multicast]とラベ
ル付けされます。また、マルチキャストのメ

ディアリソースグループを定義する場合は、

[MoHオーディオにマルチキャストを使用する
（Use Multicast for MOH Audio）]チェックボッ
クスをオンにします。

機能するために、MOHオーディオソース、
MOHサーバまたはメディアリソースグループ
リストを設定する必要はありません。

SIPサービスパラメータのマルチキャストMoH方向属性により、Cisco Unified Communications
Managerがマルチキャスト保留音（MoH）INVITEメッセージ中の Session Description Protocol
（SDP）の方向属性を、[sendOnly]に設定するか [recvOnly]に設定するかが決まります。

導入において、Cisco Unified IP電話 7940と 7960に対して SIP電話機がリリース 8.4以前を使用す
るか、Cisco Unified IP電話 7906、7911、7941、および 7961に対して SIP電話機がリリース 8.1(x)
以前を使用する場合、このパラメータを [sendOnly]に設定します。それ以外の場合は、このパラ
メータをデフォルト値 [recvOnly]のままにします。

（注）

保留音
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保留音の連携動作

データのやり取り機能

H.323クラスタ間トランク上のマルチキャストMOH機能を使用するこ
とで、MOHをH.323クラスタ間トランク（ICT）上でマルチキャストで
きます。コールがクラスタ間トランク上で接続され、片方が [保留
（Hold）]キーを押すと、MOHがクラスタ間トランク上でストリームさ
れます。マルチキャストMOHをオンにし、保留する側とトランクがマ
ルチキャストMOHサーバを使用するように設定してある場合、MOH
はマルチキャストでストリームされます。このトランク上で保留中の

コールの数に関わりなく、1つのマルチキャストMOHストリームのみ
がトランク上でストリームされます。

この機能に関する追加ポイント：

•この機能は、Terminal Capability Set（TCS）および OLCメッセージ
の新規フィールドが Cisco Unified Communications Manager間にある
いずれかのミドルボックスを通過しない場合、機能しません。

•この機能を使用する場合、マルチキャストMOHのフィールドを追
加設定する必要はなく、シングルトランスミッタマルチキャストを

サポートする Cisco Unified Communications Manager間にのみ適用さ
れます。

•機能はデフォルトでオンですが、[H.245 OLCメッセージでマルチ
キャストMOHを送信（Send Multicast MOH in H.245 OLC
Message）]サービスパラメータを [いいえ（False）]に設定するこ
とによってオフにできます。この値を設定することで、この機能に

よって生じる可能性がある相互運用性の問題を解決できます。

H.323クラスタ間トラ
ンク上のマルチキャス

ト保留音

MOHサーバは、ソフトウェア会議ブリッジとメディアターミネーショ
ンポイントにより実装されている Cisco Unified Communications Manager
のリストとフェールオーバーをサポートします。フェールオーバーの

際、システムは可能な場合、CiscoUnifiedCommunicationsManagerをバッ
クアップするために接続を維持します。

保留音セッションがアクティブな間に保留音サーバに障害が発生する

と、保留された側にはこの時点から音楽が聞こえなくなります。ただ

し、この状況は通常のコール機能には影響しません。

保留音のフェールオー

バーとフォールバック

保留音
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データのやり取り機能

保留音を使用すると、ユーザはコールを保留にして、ストリーミング

ソースから提供される音楽を再生できます。保留音を使用すると、次の

2種類の保留が可能です。

•ユーザ保留：ユーザが保留ボタンまたは [保留（Hold）]ソフトキー
を押した場合、この種類の保留が起動されます。

•ネットワーク保留：ユーザが転送、電話会議、またはコールパーク
機能を有効化した場合、この種類の保留が自動的に起動されます。

ダイレクトコールパークは転送機能のため、ダイレクトコール

パークにはこの種類の保留が適用されます。ただし、ダイレクト

コールパークは、オーディオソースとして、CiscoCallManagerサー
ビスパラメータである、デフォルトのネットワーク保留MOHオー
ディオソースを使用します。

コールパークとダイレ

クトコールパーク

例としては、RSVPエージェント、TRP、保留音（MOH）、MTP、トラ
ンスコーダ、および会議ブリッジがあります。

メディアリソースは、訪問先電話に対してローカルです（RSVPエー
ジェント以外）。

ExtensionMobility Cross
Cluster：訪問先電話の
メディアリソース

MOHが通常の保留コールに設定されている場合、Cisco Unified
Communications Managerは復帰したコール上でのMOHをサポートしま
す。

保留復帰

保留中のパーティは、Cisco Unified Communications Managerが保留音の
リソースを割り当てるために使用するメディアリソースグループリス

トを定義します。

メディアリソースの選

択

保留音
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データのやり取り機能

CiscoUnified CommunicationsManagerでは、Cisco IPVoiceMedia Streaming
Applicationサービスが拡張され、Secure Real-Time Protocol（SRTP）をサ
ポートするようになりました。そのため、Cisco Unified Communications
Managerクラスタまたはセキュリティシステムが有効な場合、MOHサー
バは、SRTP対応デバイスとして Cisco Unified Communications Manager
に登録されます。また、受信デバイスも SRTPに対応している場合、音
楽メディアは受信デバイスにストリーミングされる前に暗号化されま

す。

次の点を確認してください。

•クラスタセキュリティは混合モードである必要があります。utils

ctl set-cluster mixed-mode CLIコマンドを実行します。

•パス内の SIPトランクが SRTPをサポートする：SRTPがトランク
上で動作するようにするには、[トランクの設定（Trunk
Configuration）]ウィンドウで [SRTP許可（SRTP Allowed）]チェッ
クボックスをオンにする必要があります。

•デバイスが SRTPをサポートする：エンドポイントによって使用さ
れる電話セキュリティプロファイルで、[デバイスセキュリティ
モード（Device Security Mode）]が [暗号化（Encrypted）]に設定
されている必要があります。

SRTPを使用したセキュ
アな保留音

保留音の制約事項

説明制約事項

コンピュータテレフォニーインテグレーション（CTI）とメディ
アターミネーションポイント（MTP）デバイスは、マルチキャス
ト保留音機能をサポートしません。CTIまたはMTPデバイスを、
CTIデバイスのメディアリソースグループリスト内のマルチキャ
ストMoHデバイスで設定する場合、コール制御の問題が起こるこ
とがあります。CTIとMTPのデバイスは、ストリーミングメディ
アのマルチキャストをサポートしません。

マルチキャスト保留音のサ

ポート

マルチキャスト保留音は、IPv4のみをサポートします。保留音の
コンポーネントである Cisco IP Voice Media Streaming Application
は、ユニキャスト保留音の IPv4および IPv6のオーディオメディ
ア接続をサポートします。マルチキャスト保留音は、IPv4のみを
サポートします。IPv6の IPアドレッシングモードのみを持つデバ
イスは、マルチキャストをサポートできません。

インターネットプロトコル

のサポート

保留音
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説明制約事項

CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、メディアリソースグルー
プ内の保留音サーバに対する固定デバイス（ハードウェア）オー

ディオソースの配信をサポートしません。

固定デバイスのオーディオ

ソースの配信

G.729aコーデックは人の声を対象としているため、音楽の保留音
に使用すると適切な音質が得られないことがあります。

G.729aコーデックの不適格
音質

CiscoUnified CommunicationsManagerクラスタまたはシステムは、
Cisco Unified Computing System（UCS）サーバまたはその他のシス
コ認定サードパーティサーバの構成上での仮想展開のみをサポー

トします。MoHを外部ソースから提供するノードの場合、保留音
機能を外部ソース（USBオーディオドングル）と共に使用するこ
とはできません。

Cisco Unified Communications
Managerシステムのサポート

管理者は、マルチキャストをサポートするリソースがある場合は、

保留音サーバをユニキャストまたはマルチキャストとして指定で

きます。

マルチキャストサポート

コールがQSIGのトンネル有効SIPトランクで受信されるか転送さ
れる場合、発信者に固有のMoHはサポートされません。

発信者に固有のMoHのサ
ポート

保留音機能はMP3形式をサポートしません。MP3形式のサポート

マルチキャストMoHは H.323と SIPプロトコルとの相互運用性を
サポートしません。

H.323と SIPプロトコルとの
相互運用性

マルチキャストMoHオーディオストリームは暗号化されておら
ず、SRTPをサポートしません。

SRTPのサポート

MTPはマルチキャストストリームをサポートしません。マルチキャストストリーム

Cisco Unified Communications Managerは、マルチキャスト保留音
RTPストリームの暗号化をサポートしません。MOHオーディオの
安全性を高めたい場合、マルチキャストオーディオソースを設定

するべきではありません。

マルチキャスト保留音 RTP
ストリームの暗号化

VMware上で起動している場合、Cisco Unified Communications
Managerは USBをサポートしないため、USB経由で接続される保
留音の固定デバイスはオーディオソースとして指定できません。

ただし、VMwareは内部保留音をサポートします。

保留音の固定デバイス

保留音セッションがアクティブな間は、保留音サーバに障害が生

じても Cisco Unified Communications Managerは何のアクションも
取りません。

MOHサーバの障害

保留音
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説明制約事項

マルチキャストMoHを使用しているサイトでコールレッグ中に
MTPリソースが呼び出されると、Cisco Unified Communications
ManagerはマルチキャストMoHの代わりにユニキャストMoHに
フォールバックされます。

マルチキャストMOH

ユーザ識別子とネットワークMOHオーディオソース識別子をプ
ロビジョニングしない場合や、1つまたは両方の値が無効である場
合、SIPヘッダー内の発信者に固有のMoH情報は無視されます。
コールは保留トーンに復帰し、無効なMOHオーディオソースの
アラームが発生します。

プロビジョニング

•ユーザとネットワークMOHオーディオソース識別子の両方
がヘッダーに存在する場合、無効な値はすべてデフォルト値

（0）に置換されます。

•両方の値がゼロであるか、唯一の値がゼロの場合、着信INVITE
内のヘッダーは無視されます。

ヘッダーの値

• SIPヘッダーでMOHオーディオソース識別子を 1つだけ指定
する場合（MOHオーディオソース識別子の値の前か後にカン
マがある場合も含む）、ユーザおよびネットワークMoHの両
方に対して同じMoHIDが使用されます。SIPトランクは、SIP
ヘッダーにユーザおよびネットワークMOHオーディオソー
ス識別子の両方を入力し、コール制御が両方の値を必ず受信

するようにします。

•ヘッダー内で 3つ以上のMOHオーディオソース識別子の値
がカンマで区切られている場合、最初の 2つの値が使用され
ます。後続の値は無視されます。

MOHオーディオソース名

複数の Cisco Unified Communications Managerが関連する場合、管
理者は発信者に固有のMoH設定の一貫性を維持する責任を負いま
す。

発信者に固有のMoH設定の
一貫性に関する管理者

コールセンターへの元のコール発信者は、コール全体を通じて変

更できません。

元のコール発信者

保留音情報は、SIPトランク間でのみ共有されます。MoH情報

保留音
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保留音のトラブルシューティング

保留音が電話機で再生されない

電話機のユーザに保留音が聞こえません。

•音楽にはMoHと共に G.729aコーデックが使用されますが、十分な音声品質が提供されない
ことがあります。

• MTPリソースは、マルチキャストMoHを使用するサイトでのコールレッグで呼び出されま
す。

• MTPリソースがマルチキャストMoHを使用するサイトでのコールレッグで呼び出される場
合、発信者には保留音は聞こえません。このような状況を避けるため、マルチキャストMoH
ではなくユニキャストのMoHまたは保留トーンを設定します。

保留音
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